
























1 〔訳註〕Benoît Peeters, Derrida, Flammarion, 2010, p. 659.〔『デリダ伝』原宏之・大森晋輔訳、
白水社、2014 年、736 頁〕
2 Cf.「［…］私はますます真剣にマラーノという形象と戯れる。君がユダヤ人として自分を示
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さないならばそれだけいっそう君はユダヤ人であるだろう
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」（« Abraham, lʼautre », in Judéités. 
Questions pour Jacques Derrida, J. Cohen et R. Zagury-Orly (dir.), Galilée, 2002, p. 22.） 「実際、スペ
インのマラーノたちは、たったひとつの秘密の記憶までも失い、分散し、複数化することに
なっていたかもしれない」（Foi et savoir. Les deux sources de la « religion » aux limites de la simple 




























かに彼らに同一化してきた（誰にも言ってはいけない）」（Mal d’archive, Galilée, 2008, p. 111
〔『アーカイヴの病』福本修訳、法政大学出版局、2010 年、115 頁〕）も参照。
3 〔訳注〕Maurice Blanchot, L’entretien infini, Gallimard, 1969, p. 185. ブランショは、『創世記』
32 章において、ヤコブが「イスラエル」と名を変えるように言われたことについてのアンドレ・
ネーエルの分析を参照している。


























5 Apprendre à vivre. Entretien avec Jean Birnbaum, Galilée, 2005, p. 41.〔『生きることを学ぶ、終に』
鵜飼哲訳、みすず書房、2005 年、45-46 頁〕「誰かが『われわれユダヤ人』と言うとき、彼
はなんらかの本質を再我有化すること、なんらかの帰属を再認すること、つまりなんらかの
分有の意味を手にすることを目指しているのだろうか」（Schibboleth, pour Paul Celan, Galilée, 
1986, p. 90.〔『シボレート、パウル・ツェランに向けて』飯吉光夫・小林康夫・守中高明訳、
岩波書店、1990 年、155 頁〕）も参照。

































7 Jacques Derrida, Questions au judaïsme. Entretiens avec Elisabeth Weber, Desclée De Brouwer, 1996, 
p. 77.




























9 De la grammatologie, Éditions de Minuit, 1967, p. 36. ペーター・トラヴニーが『黒ノート』に





10 〔訳注〕L’écriture et la différence, Seuil, 1967, p. 227.〔『エクリチュールと差異』合田正人・谷
口博史訳、法政大学出版局、2013 年、305 頁〕



































マルティの論文「シャティーラのジュネ」（Les temps modernes, n°622, décembre 2002-janvier 
2003.〔Bref séjour à Jérusalem, Gallimard, 2003 に掲載〕）によってひどく傷ついたのだった。
15 Glas, Galilée, 1974, p. 53.〔「弔鐘」第 7 回、鵜飼哲訳、『批評空間』II-23、1999 年、273 頁〕
ジャック・デリダ没後 10年 49

























16 Ibid., p. 59.〔「弔鐘」第 8 回、『批評空間』II-25、2000 年、327 頁〕『ならず者たち』におい
て、デリダはこの「無ではない」を政治的なものと出来事についての思考の条件とするだろ
う。「しかし不可能なものは無ではない。それは定義上、到来するものなのである」（Voyous, 
essais sur la raison, Galilée, 2003, p. 204, n. 1.〔『ならず者たち』鵜飼哲・高橋哲哉訳、みすず書房、
2009 年、282 － 283 頁〕）。






























18 〔訳註〕Circonfession, op.cit., p. 171.
19 彼はこのことをとりわけ『割礼告白』および『アーカイヴの病』で喚起している。





























サーカス〔cirque du circum〕」23、基底材〔subjectile〕の「下〔sub〕」 ──これらすべ
ての前置詞は、言語と思考の数々の言い回しを変化させる。デリダはこれらの言い
21 『シボレート』において、デリダはツヴェタイエヴァのよく知られた言葉を引用している。「す
べての詩人はユダヤ人である」（Schibboleth, op.cit., p. 91.〔『シボレート』前掲、156 頁〕）。



































24 〔訳註〕Maurice Blanchot, L’entretien infini, op. cit., p. 185.
25 〔訳註〕Mal d’archive, op.cit, p. 108.〔『アーカイヴの病』前掲、112 頁〕































27 〔訳註〕Ibid., p. 121. 〔同前、127 頁〕「ザホール」はヘブライ語で「思い起こせ」の意味。
28 〔訳註〕Ibid., p. 124. 〔同前、130 頁〕
29 〔訳註〕Ibid., p. 122. 〔同前、128 頁〕
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〔provenance〕と他の出所の

















33 〔訳註〕Cf.「世界ラテン化〔mondialatinisation〕」Ibid., p. 21. 〔同前、『批評空間』II-11、96 頁〕
34 〔訳註〕Circonfession, op. cit., p. 145.






























36 Jacques Derrida-Michal Ben-Naftali, « La mélancolie d'Abraham » (entretien), in Les Temps 
Modernes, n° 669, « Jacques Derrida : L'événement Déconstruction », 2012. デリダはここで、「カイ
エ・ドゥ・レルヌ──ジャック・デリダ」（2004 年）に再掲された「『止揚する』翻訳とは何か」
で行った分析を再び取り上げている。
37 L’écriture et la différence, op.cit., p. 112.〔『エクリチュールと差異』前掲、145 頁〕
38 Jean-Luc Nancy, La Déclosion. Déconstruction du christianisme 1, Paris, Galilée, 2005, p. 217.〔『脱

























4 4 4 4 4 4
ということを提示する必要がある。「それ［アブラハ
ムの伝説］を寓話とみなすこと、それは哲学的あるいは詩的普遍性へと紛れ込ませ
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Colloque international « Commemorating the10th Anniversary of Jacques Derridaʼs Death », 
 Shanghai Jiao Tong University, le 27 septembre 2014.
 Reprinted by permission of Gisèle Berkman
 訳＝佐藤香織（首都大学東京非常勤講師）
41 〔訳註〕Donner la mort, Galilée, 1999, p. 95.〔『死を与える』廣瀬浩司・林好雄訳、ちくま学
芸文庫、2004 年、139 頁〕
42 Foi et savoir, op.cit, p. 84-85.〔「信仰と知」、『批評空間』II-14、169-170 頁〕
43 « La mélancolie dʼAbraham », op.cit., p. 66.
